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【手続補正書】
【提出日】平成25年7月31日(2013.7.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モータハウジングの外周に嵌着されるハウジングリングであって、
　周方向において剛性が不均一に形成されてなるとともに、周方向各位置の剛性が、リン
グ幅により設定されてなること、を特徴とするハウジングリング。
【請求項２】
　請求項１に記載のハウジングリングにおいて、
　周方向に間隔を空けて設けられた複数の高剛性部を有すること、
　を特徴とするハウジングリング。
【請求項３】
　請求項２に記載のハウジングリングにおいて、
　前記各高剛性部は、周方向に不等間隔で形成されてなること、
　を特徴とするハウジングリング。
【請求項４】
　請求項２又は請求項３に記載のハウジングリングにおいて、
　前記各高剛性部の数は、モータ磁極数の約数とは異なる値に設定されてなること、
　を特徴とするハウジングリング。
【請求項５】
　請求項１～請求項４の何れか一項に記載のハウジングリングにおいて、
　周方向各位置の剛性は、厚みにより設定されてなること、
　を特徴とするハウジングリング。
【請求項６】
　請求項１～請求項５の何れか一項に記載のハウジングリングにおいて、
　周方向各位置の剛性は、熱処理により設定されてなること、
　を特徴とするハウジングリング。
【請求項７】
　請求項１～請求項６の何れか一項に記載のハウジングリングを備えたモータ。
【請求項８】
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　請求項７に記載のモータを備えた電動パワーステアリング装置。
【請求項９】
　モータハウジングの外周に嵌着されるハウジングリングであって、
　周方向に間隔を空けて設けられた複数の高剛性部を有して剛性が周方向において不均一
に形成されてなるとともに、前記各高剛性部の数が、モータ磁極数の約数とは異なる値に
設定されてなること、を特徴とするハウジングリング。
【請求項１０】
　請求項９に記載のハウジングリングにおいて、
　前記各高剛性部は、周方向に不等間隔で形成されてなること、
　を特徴とするハウジングリング。
【請求項１１】
　請求項９又は請求項１０に記載のハウジングリングにおいて、
　周方向各位置の剛性は、厚みにより設定されてなること、
　を特徴とするハウジングリング。
【請求項１２】
　請求項９～請求項１１の何れか一項に記載のハウジングリングにおいて、
　周方向各位置の剛性は、リング幅により設定されてなること、
　を特徴とするハウジングリング。
【請求項１３】
　請求項９～請求項１２の何れか一項に記載のハウジングリングにおいて、
　周方向各位置の剛性は、熱処理により設定されてなること、
　を特徴とするハウジングリング。
【請求項１４】
　請求項９～請求項１３の何れか一項に記載のハウジングリングを備えたモータ。
【請求項１５】
　請求項１４に記載のモータを備えた電動パワーステアリング装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記問題点を解決するために、請求項１に記載の発明は、モータハウジングの外周に嵌
着されるハウジングリングであって、周方向において剛性が不均一に形成されてなるとと
もに、周方向各位置の剛性が、リング幅により設定されてなること、を要旨とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　即ち、周方向の各位置において同様の歪み（変形）が生ずることにより、ハウジングリ
ングの振動は増幅され、その共振による影響が顕在化しやすくなる。この点、上記構成に
よれば、モータ駆動時の磁気吸引力により生ずるハウジングリングの変形が周方向におい
て不均一となる。その結果、同ハウジングリングの共振を抑えて、効果的にモータ振動を
抑制することができる。そして、容易且つ確実に、周方向各位置の剛性を変化させること
ができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　請求項５に記載の発明は、周方向各位置の剛性は、厚みにより設定されてなること、を
要旨とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　請求項６に記載の発明は、周方向各位置の剛性は、熱処理により設定されてなること、
を要旨とする。
　上記各構成によれば、容易且つ確実に、周方向各位置の剛性を変化させることができる
。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　請求項７に記載の発明は、請求項１～請求項６の何れか一項に記載のハウジングリング
を備えたモータであること、を要旨とする。
　上記構成によれば、振動を抑えて静粛性の高いモータを提供することができる。
　請求項８に記載の発明は、請求項７に記載のモータを備えた電動パワーステアリング装
置であること、を要旨とする。
　上記構成によれば、モータ振動を抑えて静粛性の高い電動パワーステアリング装置を提
供することができる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　請求項９に記載の発明は、モータハウジングの外周に嵌着されるハウジングリングであ
って、周方向に間隔を空けて設けられた複数の高剛性部を有して剛性が周方向において不
均一に形成されてなるとともに、前記各高剛性部の数が、モータ磁極数の約数とは異なる
値に設定されてなること、を要旨とする。
　請求項１０に記載の発明は、前記各高剛性部は、周方向に不等間隔で形成されてなるこ
と、を要旨とする。
　請求項１１に記載の発明は、周方向各位置の剛性は、厚みにより設定されてなること、
を要旨とする。
　請求項１２に記載の発明は、周方向各位置の剛性は、リング幅により設定されてなるこ
と、を要旨とする。
　請求項１３に記載の発明は、周方向各位置の剛性は、熱処理により設定されてなること
、を要旨とする。
　請求項１４に記載の発明は、請求項９～請求項１３の何れか一項に記載のハウジングリ
ングを備えたモータであること、を要旨とする。
　請求項１５に記載の発明は、請求項１４に記載のモータを備えた電動パワーステアリン
グ装置であること、を要旨とする。
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